
人工地盤なべつる岩の前で記念撮影

１
．
視
察
期
日

11
月
１
日
〜
３
日

２
．
研
修
地
の
概
要

①
奥
尻
町
は
、
北
海
道
南
西

海
上
20
km
の
日
本
海
に
位
置

す
る
南
北
27
km
、
東
西
11

km
、
周
囲
84
km
、
面
積
１
３

４
㎢
の
島
で
あ
る
。
集
落
と

し
て
奥
尻
地
区
、
青
苗
地
区

の
２
集
落
が
大
き
く
、
人
口

は
３
１
６
０
人
、
世
帯
数
１

５
９
５
世
帯
で
漁
業
と
観
光

が
主
力
産
業
と
な
っ
て
い
る
。

②
平
成
５
年
７
月
12
日
22
時

17
分
に
60
km
離
れ
た
震
源
地

で
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生

し
、
青
苗
地
区
で
は
２
〜
３

分
後
に
は
５
ｍ
高
の
津
波
が

到
達
、
一
部
地
域
で
は
23
ｍ

の
高
さ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
青
苗
地
区
で
は
、

火
災
が
発
生
し
、
１
８
９
棟
、

5.1
ha
が
焼
失
。
夜
間
と
い
う

時
間
帯
で
の
停
電
も
発
生
し
、

島
を
一
周
す
る
道
が
各
所
で

寸
断
さ
れ
災
害
情
報
の
収
集

や
移
動
に
障
害
が
あ
っ
た
。

　

青
苗
地
区
に
お
い
て
は
津

波
被
害
に
火
災
発
生
す
る
な

ど
３
４
２
棟
（
５
０
４
棟
）

68
％
の
被
害
率
、
死
者
・
行

方
不
明
者
１
０
７
人
（
１
，

４
０
１
人
）
全
人
口
の
８
％

の
被
害
が
集
中
し
た
。

③
被
害
状
況
集
計
表

④
義
援
金
の
配
分
基
準

下
記
表
参
照

３
．
復
旧
・
復
興
計
画

①
被
災
に
よ
り
役
場
機
能
が

忙
殺
し
た
た
め
復
興
計
画
策

定
は
北
海
道
が
主
導
し
、Ａ

案
全
戸
高
台
移
転
案
、Ｂ
案

一
部
高
台
移
転
案
が
提
示
さ

れ
た
が
住
民
情
報
へ
の
伝
達

不
足
か
ら
合
意
が
得
ら
れ
ず
、

「
奥
尻
の
復
興
を
考
え
る
会
」

の
住
民
組
織
が
設
立
さ
れ
、

住
民
自
ら
調
査
を
行
い
町
と

考
え
る
会
と
共
催
の
説
明
会

で
合
意
さ
れ
た
。

②
市
街
地
整
備
は
「
漁
業
集

落
環
境
整
備
事
業
」（
補
助
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率
50
％
）
に
よ
り
６
ｍ
の
盛

土
を
施
し
、
幅
員
８
ｍ
の
道

路
と
３
ｍ
の
歩
道
を
配
置
し
、

道
路
沿
い
に
商
店
・
事
務
所

を
集
積
。

③
漁
港
に
は
人
工
地
盤
を
作

り
津
波
襲
来
時
に
は
作
業
岸

壁
か
ら
６
ｍ
の
人
工
地
盤
に

駆
け
上
が
る
こ
と
が
出
来
る

ほ
か
、
高
台
に
通
ず
る
避
難

路
（
42
箇
所
）、
ソ
ー
ラ
ー

証
明
付
き
非
難
看
板
を
設
置
。

ま
た
、
防
潮
堤
に
は
最
大
高

11
ｍ
と
総
延
長
14
km
（
２
１

１
億
円
）
で
囲
ま
れ
、
河
口

に
は
震
度
感
応
式
水
門
の
設

置
を
施
し
た
。

④
宅
地
整
備
は
「
防
災
集
団

移
転
促
進
事
業
」（
補
助
率

75
％
）
に
よ
り
高
台
に
設
置

し
た
。

⑤
青
苗
漁
港
内
に
は
幅
30
ｍ
、

長
さ
１
６
０
ｍ
の
海
面
か
ら

高
さ
7.5
ｍ
の
人
工
地
盤
「
望

海
橋
」
を
設
置
、
背
後
に
は

６
ｍ
の
盛
土
し
た
市
街
地
を

通
り
抜
け
10
ｍ
程
度
の
高
台

へ
駆
け
上
が
る
ス
ロ
ー
プ
や

階
段
が
島
内
42
箇
所
設
置
さ

れ
て
い
る
。

⑥
主
な
集
落
が
あ
る
海
岸
に

は
防
潮
堤
が
施
さ
れ
て
い
る
。

４
．
義
援
金
の
支
援

①
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
災

害
義
援
金
額
は
１
９
０
億
円

で
被
害
者
配
分
40
億
円
と
膨

大
な
義
援
金
が
復
興
を
助
け

た
。

②
義
援
金
を
活
用
し
て
被
災

者
支
援
事
業
は
73
項
目
を
創

設
し
復
興
助
成
を
し
た
。

●
住
民
の
自
立
支
援

　

社
会
福
祉
資
金
利
子
補
給
、

災
害
援
護
資
金
利
子
補
給
な

ど●
農
林
水
産
業
の
支
援

　

営
農
施
設
等
再
建
費
助
成
、

米
殻
共
同
利
用
施
設
整
備
助

成
な
ど

●
商
工
観
光
支
援

　

中
小
企
業
事
業
再
開
助
成
、

中
小
企
業
振
興
資
金
災
害
資

金
利
子
補
給
な
ど

●
そ
の
他
の
支
援

　

被
災
児
童
特
別
教
育
資
金

支
給
、
総
合
体
育
施
設
整
備

な
ど

５
．
考
察

■
津
波
被
害
後
の
復
興
対
策

に
つ
い
て

①
被
災
し
た
後
、
役
場
機
能

は
忙
殺
さ
れ
る
と
想
像
さ
れ

る
が
、
住
民
の
意
向
を
尊
重

し
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
な

い
と
計
画
案
の
同
意
は
得
ら

れ
な
い
。

②
住
民
の
復
興
に
対
す
る
考

え
方
は
、
漁
業
者
、
高
齢
者
、

商
店
主
、若
者
層
で
、海
岸
部
、

住
宅
地
、
市
街
地
、
高
台
と

バ
ラ
バ
ラ
な
意
見
と
な
り
住

民
と
行
政
と
の
中
間
組
織
が

必
要
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

③
義
援
金
の
使
途
と
し
て
総

合
体
育
館
（
15
億
円
）
と
後

継
者
人
材
育
成
基
金
（
10
億

円
）
が
使
用
さ
れ
た
が
、
義

援
金
の
目
的
か
ら
逸
脱
す
る

と
批
判
が
あ
る
。

④
基
幹
産
業
の
漁
業
で
は
、

出
漁
し
て
い
た
イ
カ
釣
漁
船

以
外
ほ
と
ん
ど
が
流
失
・
大

破
し
た
が
、
５
ト
ン
未
満
船

は
自
己
資
金
９
分
の
１
負
担

で
、
５
ト
ン
以
上
は
自
己
負

担
９
分
の
２
の
負
担
で
購
入
、

ま
た
は
リ
ー
ス
船
で
調
達
し
、

い
ち
早
く
再
開
し
た
。

⑤
震
災
後
の
離
島
者
数
は
５

世
帯
で
あ
っ
た
が
、
地
理
的

な
要
因
も
あ
り
高
齢
化
・
過

疎
化
に
よ
り
４
５
０
０
人

（
平
成
５
年
）
か
ら
３
２
０

０
人（
平
成
23
年
）に
減
少
し
、

産
業
・
活
性
化
対
策
な
ど
の

強
化
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

⑥
復
旧
復
興
に
費
や
し
た
た

め
役
場
庁
舎
、
病
院
施
設
等

が
老
朽
化
し
て
い
る
ほ
か
、

児
童
数
の
少
な
い
校
舎
を
復

旧
し
て
廃
校
に
す
る
な
ど
復

興
整
備
計
画
が
十
分
機
能
さ

れ
て
い
な
い
。

⑦
巨
額
（
８
６
０
億
円
）
の

公
的
資
金
が
投
じ
ら
れ
た
結

果
、巨
額
の
公
債
費
、管
理
費
、

維
持
補
修
費
が
生
じ
、
人
口

減
が
続
く
と
、
住
民
負
担
は

か
な
り
重
荷
に
な
る
と
想
定

さ
れ
る
。

■
避
難
路
等
の
整
備
状
況
に

つ
い
て

①
避
難
路
と
し
て
の
整
備
は

さ
れ
て
い
る
が
、
ス
ロ
ー
プ

に
行
き
着
く
前
に
階
段
が
あ

る
た
め
車
椅
子
で
は
登
れ
な

い
。
ま
た
、
高
齢
者
は
階
段

や
ス
ロ
ー
プ
が
急
で
危
険
と

感
じ
た
。

②
階
段
脇
に
は
雑
草
が
育
ち

安
心
し
て
登
れ
る
状
況
を
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

③
防
潮
堤
は
一
時
的
に
有
効

と
思
わ
れ
る
が
、
山
肌
を
削

っ
て
高
台
を
作
っ
た
方
が
効

果
的
と
思
え
た
。

④
避
難
看
板
は
ソ
ー
ラ
ー
式

で
夜
間
照
明
が
付
い
て
い
る

が
、
一
部
破
損
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
な
ど
設
備
管
理

が
不
十
分
で
あ
っ
た
。

６
．
総
括

　

地
震
・
津
波
と
い
っ
た
災

害
後
の
復
旧
・
復
興
に
際
し
、

奥
尻
島
の
対
応
を
視
察
し
て

感
じ
た
こ
と
は
巨
額
の
公
的

資
産
を
費
や
し
数
々
の
施
設

整
備
を
し
た
が
、
至
る
所
で

維
持
管
理
の
不
十
分
さ
が
目

立
っ
た
。

　

人
口
減
少
が
続
く
過
疎
地

に
お
い
て
は
身
の
丈
に
合
っ

た
復
旧
・
復
興
程
度
で
済
ま

せ
、
将
来
的
に
維
持
費
を
極

力
少
な
く
済
む
計
画
を
立
案

す
る
べ
き
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
災
害
の
際
は
住
民

の
生
活
支
援
と
住
宅
確
保
に

対
し
て
は
急
ぎ
対
応
し
、
精

神
安
定
を
図
っ
た
後
に
住
宅

再
建
・
移
転
希
望
等
を
取
り

ま
と
め
る
事
が
必
要
だ
と
感

じ
た
。

視
察
参
加
者　

須
藤　

正
人

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

克
實

　
　
　
　
　
　

見
上　

政
子

　
　
　
　
　
　

柴
田　

正
高

　
　
　
　
　
　

腰
山　

良
悦

　
　
　
　
　
　

山
本　

優
人

死者・行方不明者
被害総額
1
2
3
4
5
6
7
8

全半壊
一部破損
農業被害
水産被害
林業被害
商工業被害
漁港・港湾被害
海岸・道路被害

198名

525戸
827戸
154件

1,983件
55件
204件
10所
234所

664.2億円
42.2億円
6.9億円
3.2億円
68.7億円
158.1億円
41.3億円
194.7億円
126.4億円

被害区分 単　位 支援額項　目

人的被害 １人

300死亡・行方不明

負傷者
軽傷
中傷
重傷

10
30
50

住家被害 １世帯

50床上浸水
30一部破損

持家
入居者

全壊
半壊

400
150

借家
入居者

全壊
半壊

200
100

借家
所有者

全壊
半壊

200
100

300
150
100
50
150
100

商工被害 1店舗等

自己所有
店舗・工場

全壊
半壊

借用
店舗・工場

全壊
半壊

貸与
店舗・工場

全壊
半壊

④義援金配分基準 （単位：万円）

収　入

支　出

項　目

日赤から

北海道から

奥尻町受付

被害者配偶者

災害復旧・防災対策費

復興基金積立て

その他基金積立て

金　額

132.84億円

21.78億円

35.85億円

40.09億円

6.17億円

133.22億円

11.00億円
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